
講師 ◆ 桝　和成　先生
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『介護予防『介護予防『介護予防『介護予防でででで健康⻑寿！』∼元気・⻑⽣健康⻑寿！』∼元気・⻑⽣健康⻑寿！』∼元気・⻑⽣健康⻑寿！』∼元気・⻑⽣きのきのきのきの暮暮暮暮らしらしらしらし方∼方∼方∼方∼

『インクルーシブ『インクルーシブ『インクルーシブ『インクルーシブ教育教育教育教育をををを考考考考えようえようえようえよう』』』』
                                                                        ∼みんなにやさしい∼みんなにやさしい∼みんなにやさしい∼みんなにやさしい学校学校学校学校づくり∼づくり∼づくり∼づくり∼

『⾷『⾷『⾷『⾷とととと健康』∼健康』∼健康』∼健康』∼どうどうどうどう⾷⾷⾷⾷べるのがべるのがべるのがべるのが体体体体にににに良良良良いのか∼いのか∼いのか∼いのか∼

『更『更『更『更なるなるなるなる⾼⾼⾼⾼みへ。みへ。みへ。みへ。⻑⽣⻑⽣⻑⽣⻑⽣きのためのきのためのきのためのきのための⼝腔⼝腔⼝腔⼝腔ケアケアケアケアへ。へ。へ。へ。』』』』
∼超⾼齢社会∼超⾼齢社会∼超⾼齢社会∼超⾼齢社会をををを現場現場現場現場のののの⻭科医師・⻭科衛⽣⼠⻭科医師・⻭科衛⽣⼠⻭科医師・⻭科衛⽣⼠⻭科医師・⻭科衛⽣⼠がががが教教教教えるえるえるえる健康寿命∼健康寿命∼健康寿命∼健康寿命∼

講師 ◆ 堀　智子　先生

講師 ◆ 相澤　雅文　先生

講師 ◆ 桑島　千栄　先生

 京都市右京区地域介護予防推進センター　作業療法士

 京都教育大学　特別支援教育臨床実践センター　教授 

京都光華女子大学　健康栄養学科　准教授 

医療法人和成会　マス歯科医院　院長 

今、元気なうちから地域に「参加」と「活動」の場があることこそが、効果的な介護予防につなが
ると分ってきました。自助から互助へ…介護予防も、みんなですれば効果倍増！この機会にぜひ、
皆さまお誘い合わせの上、奮ってご参加ください。

いま、発達障害の子どもたちにも暮らしやすいまちづくりが求められています。学校ではインクルー
シブな教育づくりと呼ばれています。すべての子どもたちにやさしい学校づくりの実際から一緒に考
えてみませんか？

健康を作るための「食事」とは？現在の「食」事情などを絡めながら、どう食べるのが体に
良いのか、健康を作る料理などを考えます。

気を付けていたはずなのに、自分の「歯」が少なくなってきた・少なくなってしまった...。まもなく
「超・高齢社会」を迎えるこれからは、健康な歯が健康な身体に繋がる仕組みなど、より深く考え
ていくことが重要となります。今回、専門的な立場から、お口の中のこと・口腔ケアについてなど 
深〜くお伝えいたします。

～ ヘルシー・ライフシリーズ ～

京都光華

まちづくり講座

平成30年度

お申し込み方法


